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米 子 と 大 火
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　遠　藤　二，・郎
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　世聞でけよく米子は大火のないところといわれている

が，はたしてそ5であろうか．今これについて少1』卑見

を述べてみたい．

　まず大火の定義であるが，ここでは火災当時，俗に大

火とよばれたものをとった．何となれば大火とはある場

合け100戸以上の焼失を“5が，これは100戸未満の

部落ではたとえ全僥しても大火とはいえないことになる

し，また戸数のかわりに僥失面積を基準にしても前と同

じく不合理である．あるいはまた僥失した戸数乃至面積

を全体に対する比としてあらわす方法も考えられるが，

これとてもなお不合理をまぬかれない．

　さて本県の気象史料のうち，火災に関するものは比較

的多い．このことは火災の多かったことを示すにほかな

らない．藩政時代，火災はその原因の如何を間わずおお

むね犯罪硯され罰せられるのがつねであり，従って当時

の人り火災に対する注意け恐らく現代人以上ではなかっ

たかと考えられるにもかかわらず，前述の結果となって

いるのは一に家屋構造や浩火設備等の点に起因するもの

と考えられる．

　今この中から米子における大火を拾ってみることにす

る．載国時代，米子城下の兵火による焼失もあったがこ

ればしばらくおく．徳川時代には，因府年表によれば，

宝永5年8月，29日（1708年10月12日）の条に，

　　巳の刻米子大火　　但し御城近辺は蒜無

と見えており，その他相当な火災と考えられるものに

は，例えば

　　元蘇3年（1690），同　14年（1701）

延享4年（1747），寛延3年（1750）

宝暦　5年（1755），’同　11年（1761）

寛政6年（1794），天保6年（1835）

嘉永元年（B48），文：久　3年（1864）

等のものがあげられ，くだって米子自治史に，よれば・六

正14年5月にも大火があった．上記のように米子には

古来大火はあρ牟のであって・大火のないところなどと

㌧・5言党は当・らなヤ・．

　さらに気象的には，一般に火災は湿度の低い時や風の

強い時に発生する危瞼が多いといわれている．米子だけ

が気象的に例外たりえないことは当然であって湿度の低

いことや風の強いこともありろるから』当然過去におい

て大火はありえたであろうし將来にも起りうるであろう

ことは考えられる．今試みに米子と境におげる昭和15年

より同18年に至る4力年間の毎時観測中の暴風回数を

比較してみると，前者381回，後者81回となり米子

は境にくらべ約5倍の回数となっている．これからして
　　　　　　　　　　　　　　　　るも米子にはむしろ境にくらべ大火の起りうる危瞼は多い

とみなげればならない．ちなみに，ある人は市内の主要

道路の走向が主風に李行していないことをもって大火め

ない理由としておられるが，前述のように大火はあった

し，また將来あるだろうと考えられるからこの読は大火

になりにくいとい弓1つの理由にはなっても決して大火

のない理由にはならない．まして巷間でいう米子の人の

崇仏の結果などということは，あえてここの人に限らな

ヤ・ことであって何ら理由となすに当らない．とにかく米

子’に限り大火のない理由は何もないのである．むしろ月

並ないい方ではあるが漫然と大火のないところな．どと妄

信している油断こそかえって大火を招くことになるかも

知れない．

　要するに米子には歴史的にも大火はあったこと，気象

的にも大火は起り5ると考えられることをここに指摘し

たい．絡りに本文の御校閲をいただいた三宅所長に深く

謝意を表します．　　　　　　　　（米子測候所）
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米国コーネノレ大学に滞在中の内藤恵吉氏か

らの便り（1954年11月22日附，畠山久尚
宛の抜書）

　先日オハイオ州のDaytonへProf．Gordonと一緒
一
に
行 って来ました．ここにはWright　Fieldという室

軍の飛行場があり，その中に室軍の研究所があります．

ここの一部で電波気象をやっており，リフラクトメータ

ー（畠山註，室気の電波に対する屈折率を直接測定する

装置）を飛行機にのせて観測しております．ここの1人

は現用のゾソデ観測でM－Curueは十分引けると主張し

宅おりました．ゾソデの湿度計はリチゥムクロライドを
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使用した例の電気湿度計です．リフラクトメーターは

gqoOメガ位を使うもので，飛行機の前につけて牛径10

マイル位でスパイラルに上昇，下降して観測しておりま

す．Mの傾度の大きなエレベーテッド・レーヤーが関

心事のようです1ray　th“oryによる計算値と実測値を

比較して，radioholeを議論しておりました．M曲線の

仮定が5まくゆげばraytheoryでよく合5ようです・・

とにかく集められたデータは大したもののようでマその

処理に苦労しているよろです．ヒの気象関係のデータを

少し貰って来ましたのでそれを整理しよらと思づており

ます．　　　　　．　　、　　・　一　　（畠山久f苛）・

’1天気”ド2 ・3
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